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社会福祉学科 ／ 専門専攻科目群
授業科目 

児童館実習I 

ディプロマポリシーとの関連性

授業の概要
児童館・放課後児童クラブにおける活動を体験的に理解し、児童厚⽣員としての⾃⼰課題を明らかにする。

授業の目的
児童館・放課後児童クラブにおける活動内容や利⽤者の様⼦、職員の役割と対応の実際を理解することを目的とする。

学習目標
１．児童館・放課後児童クラブの⼀⽇の流れや活動内容を客観的に捉えることができる。
２．児童館・放課後児童クラブの利⽤者の様⼦及び職員の役割と対応を観察し、児童厚⽣員の業務の基本を理解することができる。
３．実際の業務を通じて児童厚⽣員としての⾃⼰課題を検討することができる。

授業計画

使⽤図書

評価⽅法 
実習ノート及び実習評価表により評価する。

履修上の留意点
本科目は10⽇間の実習であるが、５⽇間は２年次の相談援助実習IIが読み替えになる。

オフィスアワー・連絡先
１研究室 Ｅ３０９
２連絡⽅法 naoko-fujisawa＠nuhw.ac.jp にメールしてください。

担当教員名
藤沢 直⼦

対象学年 2 対象学科 社会

開講時期 前期 必修・選択 ⾃由

単位数 1 時間数 45

知識・理解 思考・判断 関⼼・意欲 態度 技能・表現

○ ○ ◎ ◎ ◎

授業計画・学習の主題 学習⽅法・学習課題・備考 担当教員

新潟市北区の児童館において５⽇間の実習を⾏う。 児童館及び放課後児童クラブの現場実習 藤沢 直⼦

使⽤図書 書名 著者名 発⾏所 発⾏年 価格 その他

教科書

参考書

その他の資料
本学作成の「実習の⼿引き」による。

その他適宜プリントを配布する。


